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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
フレキシブルシート製の発電要素収納体を備え、前後方向の一方に正極側の端子が突出し
他方に負極側の端子が突出した電池を複数個積み重ねて組み合わせた組電池において、
各電池の発電要素収納体における積み重ね方向の一方の面を覆うシート部分に、外側に突
出する凸部及び／又は内側に窪む凹部が形成されると共に、他方の面を覆うシート部分に
、一方の面の対応する位置の凸部が嵌まり込む凹部及び／又は一方の面の対応する位置の
凹部に嵌まり込む凸部が形成され、かつ前記凸部と前記凹部の形状が、前記複数個の電池
を直列接続するときには、同じ向きに突出する端子の極性が正負交互となるように積み重
ねたときにしか嵌まり込まない形状、又は前記複数個の電池を並列接続するときには、同
じ向きに突出する端子の極性が同じとなるように積み重ねたときにしか嵌まり込まない形
状、のいずれかの形状であることを特徴とする組電池。
【請求項２】
前記凸部は、前記発電要素収納体の積み重ね方向の一方の面を覆うシート部分において前
後左右方向の全周が外側に突出していると共に、前記凹部は他方の面を覆うシート部分に
おいて前後左右方向の全周が内側に窪んでいることを特徴とする請求項１に記載の組電池
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、アルミラミネートシート等のフレキシブルシート製の発電要素収納体を備え
た電池及びこの電池を用いた組電池に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　携帯用電子機器等では、発電要素をアルミラミネートシート製の発電要素収納体に収納
することにより薄型軽量化を図った電池が従来から使用されている。アルミラミネートシ
ートは、樹脂シートとアルミニウム箔をラミネート状に積層したフレキシブルなシート材
であり、扁平状の発電要素をこのアルミラミネートシートで覆い、このアルミラミネート
シートが重なり合った周縁部分等を両側から加熱溶着させることにより内部を密閉する。
また、この際、端子は、アルミラミネートシートが重なり合い熱溶着された間を通して外
部まで引き出されるようにしている。
【０００３】
　上記のようなフレキシブルな発電要素収納体で覆われた電池を複数個積み重ねて組電池
として用いる場合、各電池における発電要素収納体の上下の平坦なシート部分を重ね合わ
せて積み上げてから端子間の接続作業を行い、その後に組電池ケース等に収容するので、
電池を積み重ねる際に位置決めを正確に行うことができず、組み立て作業が煩わしいもの
になるという問題があった。しかも、組電池ケース等に収容した後も、各電池間の位置は
固定されていないので、外部から振動や衝撃を受けると、これらの電池が位置ずれを起こ
す場合があり、各電池間で相互に接続された端子が引っ張られたり曲げや折れが生じて破
損するおそれがあるという問題もあった。また、これらの問題は、１個の電池を電池ケー
スや機器の電池装着スペース等に収容した場合も同様である。即ち、この電池を電池ケー
ス等にずれて収容すると、この電池から引き出された端子の接続ができなかったり、電池
ケース等の蓋が取り付けられない場合が生じ、外部から振動や衝撃を受けた場合にも、こ
の電池ケース等の内部で電池が位置ずれすることにより端子が破損するおそれが生じる。
【０００４】
　なお、上記組電池における問題を解消するために、この組電池の各電池をそれぞれ一対
の枠体で挟んで固定するようにした発明が従来から提案されている（例えば、特許文献１
参照。）。しかしながら、この場合には、各電池ごとに一対の枠体を用意する必要があり
、組電池の部品点数が増加するだけでなく、この枠体の容積や重量分だけ容量密度が低下
するという新たな問題が発生する。また、上記１個の電池における問題を解消するために
、この電池の発電要素収納体を電池ケースの内面に接着することにより、振動や衝撃によ
ってこの電池が位置ずれするのを防止するようにした発明が従来から提案されている（例
えば、特許文献２参照。）。しかしながら、この場合には、接着剤による固定であるため
に十分な強度が得られなかったり、この接着剤が経年変化や電池の発熱によって劣化し易
いという別の問題があった。さらに、発電要素収納体のアルミラミネートシートの表面を
粗面化する等して摩擦係数を極めて大きなものにすることにより、振動や衝撃による位置
ずれを防止することも考えられるが、この場合にも、電池を積み上げる際の位置決めや電
池ケースに収容する場合の位置決めを行うことができないという問題を解消することはで
きなかった。
【特許文献１】特開２００２－３１９３８３号公報
【特許文献２】特開平１１－１１１２５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、フレキシブルシート内に発電要素を収納した電池を電池ケース等に収容する
場合や組電池とするために複数個積み重ねる場合に位置決めすることができないという問
題と、このような電池が振動や衝撃を受けた場合に位置ずれを起こして端子が破損するの
を防止できないという問題を解決しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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請求項１の発明は、フレキシブルシート製の発電要素収納体を備え、前後方向の一方に正
極側の端子が突出し他方に負極側の端子が突出した電池を複数個積み重ねて組み合わせた
組電池において、各電池の発電要素収納体における積み重ね方向の一方の面を覆うシート
部分に、外側に突出する凸部及び／又は内側に窪む凹部が形成されると共に、他方の面を
覆うシート部分に、一方の面の対応する位置の凸部が嵌まり込む凹部及び／又は一方の面
の対応する位置の凹部に嵌まり込む凸部が形成され、かつ前記凸部と前記凹部の形状が、
前記複数個の電池を直列接続するときには、同じ向きに突出する端子の極性が正負交互と
なるように積み重ねたときにしか嵌まり込まない形状、又は前記複数個の電池を並列接続
するときには、同じ向きに突出する端子の極性が同じとなるように積み重ねたときにしか
嵌まり込まない形状、のいずれかの形状であることを特徴とする。
【０００７】
請求項２の発明は、前記凸部は、前記発電要素収納体の積み重ね方向の一方の面を覆うシ
ート部分において前後左右方向の全周が外側に突出していると共に、前記凹部は他方の面
を覆うシート部分において前後左右方向の全周が内側に窪んでいることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の発明によれば、電池を電池ケースや機器の電池装着スペース等に収容する場
合に、フレキシブルシートの凸部や凹部をこの電池ケース等の内面に形成された凹部や凸
部に嵌め込むことにより確実な位置決めを行うことができるようになり、電池の組み立て
や装着作業を容易にすることができる。また、このようにして電池を電池ケース等に収容
すると、外部から振動や衝撃を受けても位置ずれを起こすようなことがなくなり、フレキ
シブルシートから引き出された端子が破損するのを防止できるようになる。さらに、この
ような電池を複数個積み重ねて機器の電池装着スペース等に収容する場合やこれらの電池
を組み合わせて組電池として使用する場合にも、電池のフレキシブルシートの凸部や凹部
同士を嵌め込むことにより、確実な位置決めを行うと共に振動や衝撃による端子の破損を
防止することができるようになる。
【０００９】
　請求項２の発明によれば、複数個の電池を積み重ねる際に、例えば下側の電池のフレキ
シブルシートにおける上方の面を覆うシート部分の凸部や凹部を、上側の電池のフレキシ
ブルシートにおける下方の面を覆うシート部分の凹部や凸部に嵌め込むことにより確実な
位置決めを行うことができるようになり、組電池の組み立て作業を容易にすることができ
る。また、このようにして複数個の電池を積み重ねて組み合わせた組電池は、外部から振
動や衝撃を受けても、各電池の間で位置ずれを起こすようなことがなくなるので、これら
の各電池間で接続される端子が破損するのを防止できるようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の最良の実施形態について説明する。
【００１１】
　本実施形態では、アルミラミネートシート製の発電要素収納体を備えた非水電解質二次
電池を複数個組み合わせた組電池について説明する。図１に示すように、この非水電解質
二次電池１は、扁平状の発電要素を上下２枚の方形のアルミラミネートシート２からなる
発電要素収納体に収納したものである。発電要素は、正負の電極をセパレータを介して円
筒形に巻回したものを側面から押し潰して扁平状の長円筒形に成形した巻回型のものを用
いる。ただし、この発電要素の構成は任意であり、最初から長円筒形に巻回したものや積
層型のものを用いることもできる。発電要素収納体のアルミラミネートシート２は、ＰＥ
Ｔ（ポリエチレンテレフタレート）等の樹脂シートとＰＥ（ポリエチレン）等の樹脂シー
トとの間にアルミニウム箔を挟んでラミネート状に積層したフレキシブルシートであり、
表面のＰＥＴ層により強度を確保すると共に、中間層のアルミニウム箔によりガスや水分
、非水電解液のバリア性を確保し、内面のＰＥ層により熱溶着を容易にしている。
【００１２】
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　上記発電要素収納体の上下２枚のアルミラミネートシート２は、間に発電要素を挟んで
、四方の周縁部をＰＥ層が合わさるようにして重ね合わせられ、上下両側から加熱加圧し
て全周にわたり熱溶着させることにより内部が密閉される。従って、方形の２枚のアルミ
ラミネートシート２は、四方の周縁部が互いに熱溶着して１枚のシート状に一体化し熱溶
着部２ａが形成され、この熱溶着部２ａに囲まれた中央部分が内部の発電要素によって上
下に膨らんでそれぞれ発電要素収納部２ｂとなる。また、この非水電解質二次電池１は、
上下に積み重ねて組電池とするので、発電要素収納体における発電要素収納部２ｂの上面
のアルミラミネートシート２が、この非水電解質二次電池１における積み重ね方向の上方
の面を覆うシート部分となり、発電要素収納部２ｂの底面のアルミラミネートシート２が
積み重ね方向の下方の面を覆うシート部分となる。そして、これら発電要素収納部２ｂの
上面や底面のシート部分が非水電解質二次電池１を積み重ねた際に実際に当接する部分と
なる。
【００１３】
　また、上記発電要素収納体の２枚のアルミラミネートシート２の熱溶着の際には、発電
要素の電極に接続された金属箔からなる端子３を予めこれらのアルミラミネートシート２
の重なり合う間を通して外部まで伸ばしておくようにしている。そして、熱溶着によって
これらのアルミラミネートシート２と共にこの端子３も封止して、この端子３の先端部分
が外部に引き出されるようにしている。図１では、発電要素を上下から挟んだアルミラミ
ネートシート２の前方の熱溶着部２ａから正又は負極側の端子３が引き出されると共に、
この図１では隠れて見えない後方の熱溶着部２ａからも逆極性側の端子３が引き出されて
いる。なお、これらの熱溶着部２ａにおける端子３には、予め薄い樹脂フィルムを熱溶着
してこの端子３の金属に馴染ませておくことにより、確実に封止できるようにしている。
さらに、この発電要素収納体の内部には、アルミラミネートシート２を完全に封止する前
に非水電解液が注入される。
【００１４】
　上記発電要素収納体のアルミラミネートシート２は、ある程度フレキシブルではあるが
ほとんど伸びが生じないので、収納する発電要素によって膨らむことになる発電要素収納
部２ｂを事前に型付けするために、予め絞り加工が施される。しかも、本実施形態では、
この絞り加工の際に、上方のアルミラミネートシート２における上方に膨らんだ発電要素
収納部２ｂの上面に、中央部を前後方向の端まで至る幅広の溝状に下方に窪ませた凹部２
ｃを形成している。また、下方のアルミラミネートシート２における下方に膨らんだ発電
要素収納部２ｂの底面にも、中央部を前後方向の端まで至る幅広の畦状に下方に突出させ
た凸部２ｄを形成している。そして、これらの凹部２ｃと凸部２ｄは、この凸部２ｄの突
出部分が凹部２ｃの窪みに嵌合するような幅で形成される。なお、アルミラミネートシー
ト２自体はある程度フレキシブルなものであるが十分に腰のある材質であるため、絞り加
工によって凹部２ｃと凸部２ｄのエッジ部分を僅かな間隔で折り曲げたように成形して型
付けすれば、発電要素を収納して熱溶着した後も、これら凹部２ｃと凸部２ｄの形状、特
にエッジ部分の形状は確実に維持される。
【００１５】
　上記構成の非水電解質二次電池１を複数個上下に積み重ねると、下側の非水電解質二次
電池１における発電要素収納体の発電要素収納部２ｂの上面を覆うアルミラミネートシー
ト２に、上側の非水電解質二次電池１における発電要素収納体の発電要素収納部２ｂの底
面を覆うアルミラミネートシート２が載置されることになる。そして、従来であれば、こ
れら発電要素収納部２ｂの上面や底面のアルミラミネートシート２が平坦であったために
、単に載置されるだけで位置決めや固定ができなかった。しかしながら、本実施形態の場
合には、上側の非水電解質二次電池１の底面のアルミラミネートシート２の凸部２ｄが下
側の非水電解質二次電池１の上面のアルミラミネートシート２の凹部２ｃに嵌まり込むの
で、上下の非水電解質二次電池１の左右方向の位置を揃えると共に位置ずれを防止するこ
ともできるようになる。
【００１６】
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　従って、本実施形態によれば、複数個の非水電解質二次電池１を上下に積み重ねる組電
池の組み立て作業の際に、上側の非水電解質二次電池１の凸部２ｄを下側の非水電解質二
次電池１の凹部２ｃに嵌め込むことができるので、これらの非水電解質二次電池１の左右
方向の位置決めを容易に行うことができるようになる。また、これらの非水電解質二次電
池１を積み重ねて組み合わせた組電池は、外部から振動や衝撃を受けても、個々の非水電
解質二次電池１が位置ずれを起こすようなことがなくなる。つまり、左右方向には、凹部
２ｃに凸部２ｄが噛み合うことにより位置ずれを防止し、前後方向にも、これら凹部２ｃ
と凸部２ｄの嵌め合いによる摩擦抵抗の増大によって位置ずれを防止することができる。
このため、各非水電解質二次電池１間で接続された端子３が、これらの非水電解質二次電
池１の位置ずれによって引っ張られたり曲げや折れを生じて破損するのを防止することが
できるようになる。
【００１７】
　なお、上記実施形態では、発電要素収納体のアルミラミネートシート２に前後方向の溝
状の凹部２ｃと畦状の凸部２ｄを形成したために、積み重ねる非水電解質二次電池１の前
後方向の位置決めができず、振動等によるこの前後方向への位置ずれも確実に防ぐことが
できない。そこで、例えば図２に示すように、下側の非水電解質二次電池１の発電要素収
納部２ｂの上面を覆うアルミラミネートシート２の中央には、前後左右方向の全周がこの
発電要素収納部２ｂの上面より下方に窪む凹部２ｃを形成すると共に、上側の非水電解質
二次電池１の発電要素収納部２ｂの底面を覆うアルミラミネートシート２の中央には、前
後左右方向の全周がこの発電要素収納部２ｂの底面より下方に突出する凸部２ｄを形成す
るようにすれば、左右方向だけでなく前後方向の位置決めもできるようになり、振動等に
よるこの前後方向への位置ずれも確実に防ぐことができるようになる。
【００１８】
　しかも、この図２に示すように、上下の非水電解質二次電池１を特定の方向に向けた状
態でなければ凸部２ｄが凹部２ｃに嵌まり込まないような形状（図２では略台形）にして
おけば、端子３が前後逆になって積み重ねられるという作業ミスをなくすこともできる。
即ち、本実施形態のように前後方向に正極側と負極側の端子３を引き出した非水電解質二
次電池１の場合、直列接続するときには、同じ向きに突出する端子３の極性が正負交互と
なるように積み重ね、並列接続するときには、同じ向きに突出する端子３の極性が同じと
なるように積み重ねるので、この非水電解質二次電池１の前後の向きを間違って積み重ね
ると組電池の接続ができないことになる。そこで、例えば図２では、直列接続を行うため
に、各非水電解質二次電池１の凹部２ｃの略台形の短辺側に正極側の端子３が突出し、凸
部２ｄの略台形の短辺側に負極側の端子３が突出するというように、これらの凹部２ｃと
凸部２ｄの略台形の向きが前後逆になるように形成することにより、上下に積み重ねた非
水電解質二次電池１の端子３の極性が交互に変わるようにして、この作業ミスを防ぐよう
にしている。また、並列接続を行う場合には、これら凹部２ｃと凸部２ｄの略台形の向き
を揃えるように形成すればよい。
【００１９】
　また、これらの凹部２ｃと凸部２ｄの形状は、図１に示すような溝状と畦状や図２に示
すような略台形状に限らず、長方形状や円形状、その他の任意の形状とすることができる
。さらに、凸部２ｄが凹部２ｃに嵌まり込めばよいので、同じ形状である必要もない。即
ち、例えば凹部２ｃが正方形で凸部２ｄがこれに内接するような円形であってもよい。さ
らに、これらの凹部２ｃや凸部２ｄは、１箇所ずつではなく、複数箇所ずつ形成すること
もでき、例えば同じ発電要素収納部２ｂの上面に凹部２ｃと凸部２ｄを混在して形成する
こともできる。そして、このような凹部２ｃと凸部２ｄを非対称的な形状にしたり、発電
要素収納部２ｂの上面や底面の中央以外の位置に配置したり、複数箇所の凹部２ｃや凸部
２ｄを非対称的な位置に配置する等により、図２に示した略台形状の凹部２ｃと凸部２ｄ
の場合と同様に、積み重ねる非水電解質二次電池１の向きを制限して作業ミスをなくすよ
うにすることができる。
【００２０】
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　さらに、上記実施形態では、これらの凹部２ｃや凸部２ｄが機械的に噛み合って位置決
めを正確に行うことができるようにするために、発電要素収納部２ｂの上面や底面から垂
直に突出したり窪む場合を示したが、エッジ部分がなだらかに突出したり窪むようになっ
ていてもよい。即ち、例えばこれらの凹部２ｃや凸部２ｄが半球状や球面の一部の形状か
らなる突起や窪みであってもよい。
【００２１】
　さらに、上記実施形態では、これらの凹部２ｃや凸部２ｄを熱溶着前のアルミラミネー
トシート２の絞り加工時に形成する場合を示したが、形成方法は任意であり、形成時期も
可能であれば熱溶着後であってもよい。
【００２２】
　また、上記実施形態では、２枚のアルミラミネートシート２を重ね合わせて発電要素収
納体とする場合を示したが、例えば１枚のアルミラミネートシートを２つ折りにしたり、
封筒のように両端部と中央部で重ね合わせるようにした間に発電要素を収納してもよく、
予めアルミラミネートシートを袋状にした発電要素収納体の中に発電要素を収納してもよ
い。さらに、このアルミラミネートシートの重ね合わせ部分は、熱溶着に代えて、接着等
の他の方法により封止固着することもできる。さらに、上記実施形態では、発電要素収納
体にアルミラミネートシートを用いる場合を示したが、十分な強度とバリア性を確保し確
実な封止が可能なフレキシブルシートであれば材質は任意であり、ラミネートシートでな
くてもよい。
【００２３】
　また、上記実施形態では、非水電解質二次電池１を上下方向に積み重ねる場合を例示し
たが、例えば前後方向や左右方向に積み重ねてもよく、このように積み重ねた複数個の非
水電解質二次電池１を２列以上並べて配置してもよい。さらに、上記実施形態では、非水
電解質二次電池１について示したが、本発明は電池の種類は問わない。
【００２４】
　また、上記実施形態では、複数の電池を積み重ねた組電池の場合について説明したが、
電池ケースや機器の電池装着スペース等に収容する１個以上の電池にも同様に実施可能で
ある。この場合、複数の電池間では、凹部２ｃに凸部２ｄを嵌め込むことにより上記組電
池の場合と同様となり、積み重ねた両端の電池や１個だけ収容する電池の場合には、電池
ケース等の内面に対応する凹部や凸部を形成しておけば同様となる。しかも、これは組電
池の組電池ケースの内面に凹部や凸部を形成した場合も同様である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態を示すものであって、３個の非水電解質二次電池を積み重ね
る組電池の組み立て作業工程を示す斜視図である。
【図２】本発明の他の実施形態を示すものであって、３個の非水電解質二次電池を積み重
ねる組電池の組み立て作業工程を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１　　非水電解質二次電池
　２　　アルミラミネートシート
　２ｂ　発電要素収納部
　２ｃ　凹部
　２ｄ　凸部
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